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This　paper 　deals　with 　a　1rial　estimation 　about 　applying 　the　disaster　mitigation 　performance　evaluatjon 　based　on
current 　situation 　of 　geographic 　spatial 　data　in　municipalities 　which 　have　densely　built−up 　area 　that　need 　corrective
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input　data　by　the　spread 　of 　a　fire　simulation 　on 　Geograpllic　Infonnation　Systems　fbr　mainly ．　As　a　result，　it　became

clear 　that　there　was 　the　available 　area 　ofbuilding 　shape 　data　with 　the　at甘ibute　that　was 　necessary 　for　an 　application
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1 ．は じめに

　本 研 究 は，重 点密集市街地
口

を抱え る 自治体で の 地理

空 間デ
ー

タ の 整 備 状 況 に つ い て の 分 析 結果 を 報 告す る ．

　 国 十 交 通省 は 平成 15 年 7 月 に，わ が 国 に お け る密集市

街 地 の うち，延 焼危険性 が 特に 高 く地震時等に お い て 大

規 模 な 火 災 の 可 能 性 が あ り，そ の ま ま で は 今後 10年 以

内 に 最 低 限 の 安 全 性 を確 保 す る こ と が 見 込 め ない こ と か

ら重 点的な改善が 必 要 な密集市街地を 「重点密集市街地 」

と し て 把握 し た
1〕，そ の 面積 は 全 国で 約 8000ha に お よぶ ．

安全確 保 の た め の 当面 の 目標 と し て ，地 震 時 等 に お い て

同 時多発火災が 発 生 し た と し て も、際限な く延焼す る こ

と が な く，大 規模 な火 災 に よ る 物 的 被 害 を 大 幅 に低 減 さ

せ ，避難 困 難者 が ほ とん ど生 じ な い こ と を，最低 限 の 安

全 性 の 確保 と位置づ け，市街地 の 燃 え に く さ を表 わ す 指

標で あ る 不 燃領域率 で 40％ を 確保 出 来 て い な い 地域 を抽

出 して い る．な お ，重 点 密集市 街 地 は 平成 17年 度 時 点 で

約 5700ha に 減 少 し た と され て お り
≧

，国は 引き続 き 必 要

な 施 策 を講 じ る こ と に よ り，平 成 23年 度 まで に 重 点 密 集

k
一
街地 の 解消 を図 る 方 針 を打 ち出 し て い る

  ．

　国 と して の 重 点 密 集市 街 地 の 動 向 の 把 握 は，全 国 を
一

律 に 網 羅 的 に行 うこ とが 求 め られ る た め，資 料 L の 制 約

や 自治 体 との 関係 に よ り，簡 易 な 方法 に 拠 ら ざる を 得 な

い の が 現 状 で あ る．一
方 ， 防災 ま ちづ く りの 観点 か らは，

対 象 とす る地 区 の 現 況 に即 し て ，詳 細 で 客 観的 に 実施 さ

れ た 防災性評価 が 求め られ る．こ うし た 防災性評価 に つ

い て は 主に 都市計 画 分野 で の 様 々 な取 り組み があ り，最

近 で は地 理 情報 シ ス テ ム （GIS）を活 用 し た 防災性評価の

た め の シ ス テ ム などが 開発され て い る
（’S）．

　 し か し，GIS をべ 一ス と し た シ ス テ ム で は，入 力 に 必

要 な 地 理 空 間 デー
タ の 入 手 が 困難 な 場 合 が 多 く，中 に は

代替デ
ータ を用い る 場合の 処 理 方 法 や そ の 適 用 に 関 して

言 及 し て い る 研 究 な ど も見 られ る
／／．｛／／．入 カ データ と し て

の 地 理 空 間データ の 整 備状況 か ら見 て ，わ が 国 全体 と し

て どの くらい の 領域 に対 して GIS を べ 一ス と した 防災 性

評価 r・法 が 適 用 可 能 な の か に つ い て は，現 状 で は把 握 さ

れ て い な い．

　本稿 で は，上 記 の 問 題 意 識 に 立 ち，わ が 国 の 都 市計画

分 野 で の 地 理 空 間 データ の 整 備 状 況 よ り，重 点密集市街

地 を 抱 え る 自治 体で の デ
ー

タ 整備 レ ベ ル を類型化 し，防

災 性 評 価 手 法 の 適 用 領 域 面積 の 推計 を試み る．以 下 で は

まず ，本 稿 で の 検 討 の 前提 条件の 整理 を行 い ，次に 分析

結 果 を，最後 に ま とめ と今後 の 課 題を述べ る．

2 ．前提条件 の 整理

　 こ こ で は，本 稿 で の 分 析 の 前提 と な る，
　○ 市区 町村別 の 重 点密集市街地 に関 す るデ

ー
タ

　○検 討 の 対 象 とす る 防災性 評 価手 法 と入 力 デ
ー

タ

　○ 地理 空 間デ
ー

タ の 整 備 状 況 に 関 す るデ
ー

タ

に っ い て 整理 す る，

（1）市区 町 村別 の 重点密集市街地

　前 述 の 国土 交通省 の 公 表資料
i’

の うち，市 区 町村別の

重点密集市街地 の
一
覧を，公 表後の 市町 村合併 を 考慮 し

て 平 成 19年 2月 時点に 修正 し た もの を 資料 と し て 用 い た．
こ の 時点で の ，対象団体数 は 116 団体 （表 1＞で ある．
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表 1 重 点密集市街地の 概要
鄲蹴陥

灘 懸 駐難　　　　P 髏 蠶懇
三　
・

≡1，濡’猟　，「冨靉鑢 羹i鑢 灘 轗
　　　　評評　囁
撫 囃 灘

鄰 孅 攤 難鰈 鑼
黼

鑼 一鑞難 i灘 鑾鷺黼欝 定欄＿羈 窮．解＿＿＿ 广琵羃1欟 1≡内r内r内 ，慝，匸匸，い「油「，「内，内，内匸内匸噂 ，囁駕　“ 11嬲 　 懿 繖
脾

羅 　 　 脱燃獄 簿　 　 鰥麟黼
北 海 道 函館市 f1 富山県 射水市 4o 田 辺 市

，，駈，
　 　 　 2

青森市 723 石川県 金沢 市 335 新宮市 5　 　 　 　 7

青森 県 弘前 市 26 長野県 長野 市 510
和歌山県

か つ らぎ町 8

八 戸 市 522 岐阜県 岐阜市 14 印 南町 3

仙台市 536 静 岡県 東伊豆 町 12 鳥取 県 岩 美 町 2　 　 　 　 5

宮城 県 石巻市 T2 名古屋市 4123 岡山市 4　　　 30

気仙沼市 1 τ 愛知 県 岡崎市 14 岡山県 倉敷市 2

さいたま 市 12 安城市 116 笹岡市 4

川口 市 254 桑名市 18 広 島市 S　 　 　 73

秩父市 16 尾鷲市 12 呉市 7
埼玉 県

本庄市 319 三 車 県 熊野 市 12
広島県

尾道市 6

戸 田 市 15 南伊 勢町 T3 ○ 府中町 41
鳩ケ谷市 334 紀北町 25Q 山 口 県 下 関市 1

千葉市 651 滋賀県 大津市 210 徳 島市 3
市川市 22189 京 都市 59364 鳴 門市 23

千 葉県 舩橋市 1477 京都府 城 陽市 12
徳島県

牟岐町 22
松戸市 5 可48 向日市 37 美波町 310o
浦安市 19 大 阪市 221 ．360 香 川 県 丸亀市 3
文京区 254 堺 市 117 愛媛県 宇和島市 13
台東区 119 豊 中市 2255 高知 県 高知市 658
墨 田区 1179 守 口市 2206 北九州市 352
品川区 1252

大 阪府
寝屋 川 市 3248 福岡 市 864

目黒区 3175 門 真 市 1134 飯塚市 480
大田 区 2164 摂津 市 126 田 川市 217
世田 谷 区 3230 東大 阪市 149

福 岡 県

嘉麻市 423o
渋谷区 157 神戸市 6204 鞍手 町 25

東京都
中野区 2152 兵庫県 尼 崎 市 435 香春町 25
杉並区 1155 明 石 市 16 福智町 12o
豊島区 4152 奈良市 426 佐賀県 唐津 市 722o
北 区 3188 大和高田市 1T 長崎県 長崎市 5297
荒 III区 2 ］54 大 和郡山市 210 熊本県 熊本 市 46

板橋区 3132 天理市 14 大分市 226

練馬区 287 奈良県 橿原市 25
大分 県

別府 市 1
足 立 区 3125 五條 市 11 宮崎 県 日 向市 1B

葛飾区 122 香芝市 113 鹿児島市 17
鹿児 島県

江 戸川 区 242 上牧 町 11 奄美市 410

横浜 市 23660 王寺 町 215 市町 村計　　　　　　116 　　 400 　 7．977
神 奈川 県

川崎 市 539 和歌 山市 36

横須 賀 市 232 和歌 山県 海南市 225

※合併 状 況 ：H15 年の 公 表 時か ら市町 村合併
　　　　　 をした 団体

文献 Dを元 に 時点 修正秦野市 1T9 橋本市 410

表 2　防災 性評価手 法 の （例 ，防 災 ま ち づ く り支 援 シ ス テ 厶 ） の 入 カ デー
タ

データ種別 建物 ネ ッ トワ
ー

ク頗 路 ／ 防災施設） その他 纏 蔽物）

延焼（簡易型）
●位 置 形状 （ポリゴ ン ）

● 耐火性能（木造、防火造、ジ 耐火、耐火）

延 焼（総プロ 型 ）

●位 置形 状 （ポリゴン ）

●耐火性能（木造、防火造、準耐火、耐火）
● 階数
● 開 ロ部 の 位 置形 状

●遮 蔽物 の位 置 形 状 （ポ リゴン ・ポ リライン）
● 最上部高さ
● 最 下部高 さ

防災ア クティビテ ィ

● 位置形 状（ポリゴン 〉

●建 物構 造（木造、S造、　RC 造）

● 築年区 分

●階数

●道 路 中心線位 置 形状 （ポ リライン）

● 道路幅員、リンク種 別

●防 災施 設位置

　な お ，前述 の 通 り国 土 交 通 省 の 公 表 資 料 に 拠 れ ば，重

点 密集市街 地 は 平 成 17 年 度時 点 で 約 5700ha に 減 少 した

と され て い る が，減少分の 具体的な地 区名 や 団 体名 は公

表 され て い な い た め ，こ こ で の 検 討 で は 上 記 の 116 団 体

全 て を 対象 と す る，

（2）検 討 の 対象 と す る 防災 性評 価 手 法 と 入 力 データ

　前述 の 通 り，GIS をベ ー
ス と し た 防災 性 評 価 手 法 は こ

の 10年 く らい で 様々 なもの が 提案され て い る．こ こ で は，
そ の 概 要 に つ い て 整 理 を 行 う．

　 ま ず，本 稿 で 分析 の 対 象 と す る 防災 性 評 価 手 法 と そ の

デ
ー

タ につ い て 整理 を行 う．重点密集市街地に お い て 大

規模な地 震 の 発 生 時 に 懸念 され る 被害 と し て は ，同 時多

発 的 に 起 こ る火 災が 延 焼す る こ と と，地 震 に よ り 倒壊 し

た 瓦礫 に よ る避難や救援救護 が 困難 に なる こ となどが あ

げ られ る．こ う した 災害危険性 の 評価 に お い て も，特 に

延 焼 に よ る危 険性 の 評 価が 重 要 視 され て い る．

　 そ の 延 焼 に よ る危「倹性の 評価手 法は，
　 ア ．集計値 を 基 に した マ ク ロ 評価

　イ ．建
．
物 1棟 レ ベ ル の デー

タ を 用 い て の シ ミ ュ レ ー
シ ョ

　　　ン に よ る ミク ロ 評価

に 大別 で き る，前者 は ，例え ばわ が 国全体で 重 点密集市

街地 が どの 程 度解 消 され て い る か な ど 俯瞰 的 に 状 況 を把

握 す る 際 に有 効 で あ り，庁 内 の 各種 の 台帳や 統計資料 に

よ る 集計 値 を 元 に した 評価 が 出来 る 簡便な手 法 が 多 い ．
後 者 は，密集 市街 地 の 解 消 に 必 要 な 防災ま ちづ く りへ の

計画 や 実 施に 対 して の 具 体的 な イ メ
ージ の 醸成や達成状

況 の 確認 な ど
， そ の 地 区 の 状況 に 即 した個別具体的な検

討す る際 に 有効 で あ り，GIS な どを 活 用 し た シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン な どに よ る手 法 が 多い ．

　い ず れ も重 点密集 市街 地 の 解 消 に は 必 要で あ る が，特

に 重点密集 市街地解消 の 原 動 力 と な る 防災 ま ちづ く りな

どの 個別具体的な取 り組 み に は ，
シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン な ど

の ミ ク ロ 評価は 欠 か せ な い もの とい え よ う．しか し，G丁S

を活用 した シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 実施 に は，詳 細 な建 物 1

棟 レ ベ ル の 地理 空間デ
ー

タ が 必 要 に な る．す な わ ち，そ

の 地 区 に お い て 必 要 な 地 理 空 間 データ が 整 備 され て い る

か が，後者 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を．実施 で き る か ど うか と

密接 に 関連 し て い る．

　
一

例 と し て 「防災 ま ち づ く り支援 シ ス テ ム 」 に つ い て
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表 3　建研 調査の 調 査項 目

鱸 艦 　　　1 　　　 市贓

回答者情報　〔都道府県名．部署名．担 当部署名など）

紙 の地 図の 作 成 状 況 〔有 無 、年 次 ．縮尺 ）

傘下 の 自治体 作 成 の 地図 の 収集状 兄　　整備 対象地 域 〔全域 か．一部か ）

地図の 電子 化状況 （有無，年次、地 図情報 レペ ル ）

電 子 化 され たデータ の形 式

整備されて い る項目

建物属性の 整備状況 （種別 と、建物用途 ・構造の 区分数）

土地利用 属性の 整備状浣 （土地利用 用 途数）

傘下の 自治体作成の 電子 化済み 地図　　整 備対象地域 （全 域か，一部か ）

　　　　　　の収集状況　　　 　 、
GISの 導入 状 況 （有 無 ．シ ステ ム 名 な ど）

1 シス テ ムの 操作 （操作で きる職 貝 がい るか「外部 に依頼する こ とがある

　 か ｝

活 用用 途

見 て み よ う．「防災 ま ちづ くり支援 シ ス テ ム 」 は 防災 ま ち

づ くりの 観点を考慮 し，国土 交通省総合技術開発 プ ロ ジ ェ

ク トな ど の 成果 をエ ン ジ ン と し て 開発 ・普及 が され て い

る も の で あ る
（E）．表 2 は そ の シ ス テ ム に 必 要 な入 力デ ー

タの
一

覧で あ る が，共通 し て い る の は，建物 の 形状 と耐

火性能や階数な ど の 属 性
」1青報 で あ る．ま た ，位置精度の

観点か ら，地 図情 報 レ ベ ル
〔6〕2500以 上 で あ る こ と な ど も

要 件 となる．そ の 他 の 類似 の シ ス テ ム の 事例を見 て も，
地 図 情報 レ ベ ル 2500 以 上 の 建 物形状 に 属性 と し て 構 造 と

階数 が 必 要 と され て い る手 法が 多い ．

　次 に，デ
ー

タ ソ
ー

ス に つ い て 整理 をし て い く．

　 ．E記 の 要 件 を 満 た す入 力デ ー
タ の 元 に な る データ ソ

ー

ス の 例 と して は，
　 ・自治体が 公 共 測 量に よ り整備 した デ

ー
タ

　 ・民 間 製データ

に 大 別 で き る．前者 は，国 上 地 理 院 が 定 めた 公 共 測 量 作

業規程
E）

な どに よ っ て データの 取 得 基 準 や 品質管理 の 方

法 が 定 め られ て お り，そ の 規 程 類 に よ り確 認 や 検 証 が 可

能 で あ る．後 者 は，そ れ ぞ れ の 作 成 者 が 作 業 規 程 や 品質

管理 体制 を構築 して デ
ー

タ を 作成 し て い る と考 え られ る

が，一
般 に こ う し た資料 は公 開 され て い ない こ とが多 い ．

そ の た め，評価結果 に どの よ うに影響す るの か を確認や

検証 す る の が 困 難で あ る こ とが多 い ．本稿で は 自治体で

整 備 され た 地 理 空 間 データ を デ
ー

タ ソ
ー

ス と し て 利用す

る場 合 を分析の 前提 とす る．

　以 上 の 整理 よ り，本 稿 で の 検討 で は，構造 と階数 が 属

性 と して 付 与 され た地 図 情報 レ ベ ル 25eo 以 上 の 建物形状

データ を 自治 体が 整備 して い る か とい う観点で，分析を

進 め て い く こ とにす る．

（3）地 理 空閲 データ整備状況 に関する調査結果

　自治 体 で の 地理 空 間 デ
ー

タ の 整備状 況 に 関 して は，
　 1 ，国 士地理 院 に よ る公 共測 量 の 年 次報 告

7’

　H ．統 合型 GIS で の 共 用 空 間デ
ー

タ の 整備状況
写）

　皿 ．総務省 に よ る 自治 体の 部 署 単位 で の 整備状 況
”／

　IV．独 立行 政 法 人 建 築 研 究 所 に よ る都 市 計 画 分 野 で の

　　整 備状況
1°）

な どの 調査 が行 われ て い る，しか し，1 〜皿 の 調査 で は ，

削 節 で 整 理 し た 地 物 や 属 性 に 関 して の データ整 備 状 況 の

把 握 は で き な い ．

　 こ れ に 対 し，W の 独 立行 政 法 人建 築 研 究所 が 2007年 2

月 に 実 施 し た 「地 方 公 共 団 体 の 都 市 計 画 ・ま ちづ く り分

野 に お け る空 間 デ
ー

タ の 整 備 状 況 に 関 す る 調 査 」 で は，

本稿 で の 検討 に 必 要 な 項 目が 調 査 され て い る．本 稿 の 検

討 は こ の 結 果 を使 用 した （以
．
F，建 研 調 査 とす る）．

　 こ の 調査 は ，平成 19年 2 月 1 日時 点 の 全都 道府 県 ・市

区町村 に 対 し て ，表 3 の 項 目に つ い て ア ン ケート形 式 に

よ り 実施 し た もの で あ り，回収 率 は 都 道 府 県 ／00 ％，市

区 町 村が 87．1％で あ っ た
購 ，な お ，こ の ア ン ケートで は

具体的な団体名を公表 し な い こ とを前提 に 回答 を依頼 し

て い る こ と よ り，本稿 に お い て も集計的 な記 述 に と どめ

る こ と に す る．

密集市樹地を抱える

　　　t16団体
　 　 （4QO地 区 7 解 7h ｝

砺　淳　　　tt

属性が整備され て いる

類型

  27団体

回答あ り
1　 麗 甑

類型

  歪2aSPt・・…

GISデータを

整備してい る

建物デ
ー

タが ある

類型

、 

地 図情 報

レベ ル が

2500以上

で あ る

覊黔 撫

髴懿
即 ベ ク トル 形 式 で あ る

鯉

 

2躅捧
、

8 甌鶴

梅

類型

  舊8醂

紙地 図 があ

る

．tlまきまttt．
．、，攤

縮尺が 112500以上

である
’
聯

耐
類型

  跨7飃癒

0

0

鯉

 

糶

 

皚

捻 鋼捧

碯 捧

9隱体

図 1 地理空間デ
ー

タの 整備状況に よる重点密集市街地を抱え る団 体の 類型
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　 e，公 共 測量 上 の 堅 ろ う建 物／
一

般建 物の 区分を階数 と

　　 して い る 場合

な どが あ る ．d，及 び e，は 実例 と し て は 少 数 で あ る と思

わ れ るが，こ う した 属性 を階数 とし て 扱 っ て い る可 能性

は 排除 で きない た め ，こ ち ら も実際の 適用 に 際 し て は留

意す る必 要 が あ る．

　 し たが っ て，本稿 で の 推計値 は こ うし た 要 素を 勘案 し

て い な い た め
， 実際 の 手 法の 適用 時に は使用 す るデ

ー
タ

が シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン が 求 め る構 造 区 分 や 階数 区 分 と合致

して い る か の 詳細な把握 が必 要 となる．

O ア ン ケ
ー

トで の 捕捉 の 限界

　本 稿 で は，建研 調 査 を基 に し た 推計 を行 っ てい るが ，
　f．実際 は整備 され て い るが 回答 した職 員 が デ

ー
タや整

　　備 項 目な どの 内容 等を認 識 し て い な い 場 合

　g．庁 内 の 他 の 部 署 や 都 道府 県 で整 備 され た デ
ー

タ を利

　　用 で き る 場合

な どに よ っ て，実 際 に は 利 用 で き るデータ を 整 備 して い

る に もか か わ らず ，ア ン ケ
ー

トの 結 果 に は 現 れ て こ な い

揚 合 が 考 え られ る．特 に，g．の 都 道府 県 が 整 備 し て い

る例 に つ い て の 代 表 倒 と し て は，東 京 都 が整 備 して い る

GIS デ
ー

タ に は，構 造 （耐 火 区分 ） と階 数 （実 際 の 目視

に よ る 階数 ） が整 備 され て い るが，そ の 傘下 の 区や 市に

お い て整 備 して い な い と回 答 して い る場 合 （网 1 で は 類

型   〜  に 含 ま れ て い る） な どが あ げ られ る
／a！，
，

　 ま た，建 研 調査 で 未 回 答 で あ っ た 類 型   の 9 団 体 の 中

に も，各種 の 事 例報告や 類似調査 結果 に 基 づ く と，類型

  に 該 当す る 地 理 空 間デ ータ を既 に整 備 して い る 団体 も

散見 され る．

　本稿で の 推計値は こ うし た要素 を勘案 し て い ない た め ，
実 際 に は 現状 で 適 用 口∫能 な 団 体 や 地 区 が 増加 す る nT能性

も あ る．

O 地理 空間データ を取 り巻 く動向

　平成 19年 5 月 に成 立 した 地 理 空 間 情報活 用 推 進 基 本法

に 基 づ き，地 理 空 間情報活用推 進 基 本計画
u  

が 平成 20

年 4 月 に 閣議決 定 され た．これ に は ，平成 23年度 ま で に

基 盤 地 図情 報 の 整 備 ・提 供 を推 進 す る た め に 必 要 な施 策

を講 じる こ とが 明 記 され た．こ の 基 盤 地 図情報 は，国十

交通省令 で 定め られ た 13項 目の 地 形 地物デ ータ に よ り構

成 され ，こ の 中に は 建 物 形 状デ ータ も 含 まれ て い る
C9）
．

密集 市街 地 の 解 消 日標 は 平成 23年度 と して い る こ とか ら

も，そ れ ま で の 間 に全 て の 重 点 密 集 市 街 地 で の 適 用 は 困

難 で あ る と考 え られ る が，基盤 地 図情 報 が概 成 す れ ば
U “／／

，
本稿 の 図 1 の 類 型   〜  の 団 体 （地 区 ） の 多 く は，基盤

地 図情報 の 建 物 形 状データを利 用 で き る ロ∫能 性 が あ る．

　 しか し，整 備 され る の は 形 状 ま で で あ り，本 稿 で の 類

型   に 当 た る．防災 性 評 価 手法 で の 活 用 に 際 して は，前

述 の よ うに 属 性 を付 与 す る作 業が 別 途発 生 す る た め ，こ

う し た 作 業 の 効 率 化 や 低 コ ス ト化 の た め の 技術 の 開 発 と

普及 が同 時に必 要 で あ る と考え られ る．

（3）小 括

　 以 上 の 分析 ・整理 に 基づ き，防災性評価手 法 の 適用 可

能領域 （こ こ で は 地 区 面 積） に 関 して の 現状 を ま と め る

と 図 2 の よ うに な る，

　 ま ず，整備 されて い る 属性情報 の 区 分 の 確認 な どが 必

要 で は あ る が，シ ミュレ ー
シ ョ ン な どの 適 用 が 可 能 な 地

区 （類 型   に 相 当 〉が 約 50％，建 物 の 形 状デー
タ が既 に

整備 され て お り，こ れ に 属性情報 を 追加 す る作業を行 え

ば 適 用 可 能 な 地 区 （類 型   に 相 当） が 10％ あ り，シ ミュ
レ ー

シ ョ ン な ど を実 行 で き る 可 能 性 が 高 い 地 区 は 全 体の

60％程 度 あ る こ とが わ か る．
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欝
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樫 4000

凶

聟 3000

2000

1000

0

図 2　防災性評価 手法 の 適 用 可 能領域の 推計

　類型  
〜
  に 相 当す る 30％程 度 の 団 体 も，独 自に 類 型

  の 様 な データ を整 備す る方 法 も あ る が，前 節 で の 動 向

に よ り将来 的 に 類 型   と同様 の 段 階 に な り，これ に シ ミ ュ

レ ー
シ ョ ン に 必 要 な属性 を追 加 す れ ば 類型   と同 様 の 地

理 空間デ
ー

タ を比 較的低 コ ス トで 用意 で きる こ と に よ り，
シ ミ ュレ ー

シ ョ ン の 適 用 の 可 能 性 が 出 て くる 地 区 と し て

捉 え る こ と が で き る だ ろ う．

　 そ の 他，今回の 建 研調査 で 未回答だ っ た 地 区 （類型  

に 相 当） に 関 し て も，類 似 の 調 査 結 果 や 事 例 紹 介 な どで ，
お お よ そ 半分程度 の 団 体 は 類型   に あ た る データ を整 備

し て い る よ うで あ る，

　 こ れ らが，わ が 国に お け る 重 点密 集市 街 地 を 抱 え る 自

治 体 で の 地 理 空 間 デー
タ の 整 備 水 準 の

一
端 を 示 し て い る

と言 え よ う．

　 ま た，本 稿 で 明 らか に し た 重 点 密 集市 街 地 を 抱 え る 自

治体 で の 地 理 空 間デー
タ の 整 備 水 準 の 類型 や そ れ ぞれ の

具体的な 数値 は，単な る現状 を 示 す だ け で は な く，今後

の 防 災 性 能 評 価 の さ ら な る 活 用 に 際 し て 次 の よ うな 展 開

を可 能 と して い る．
　 OGIS な どに よ る 防 災性 能 評 価 を 実 際 に行 う場 合 に は，
　 　 個 別 の 地 域 の 特 性 や デ ータの 品質 ・精 度，処 理 方 法

　　 な どの 課 題 も少 な く ない こ とは こ れ ま で も様 々 な取

　　 り組 み の 中 で認 識 され ， 個 々 に そ の 対 応 策 を検討 さ

　 　 れ て い る と い うの が 現 状 で あ る．こ うした 現 状 に 対

　　 し，今 回 の 分 析結 果 で 示 した デ
ー

タ整備 水 準 の 類 型

　　を踏ま えた 検討 を す る こ とに よ り，効 率 的 な検討 が

　 　 可 能 とな る．こ う した 検 討 を サ ポ ートで き る よ うな

　　 マ ニ ュ ア ル の 策定 にお い て も，今 回 の 類 型 ご とに 整

　　理 す る こ と に よ り， よ り実践的な も の に な る と考 え

　 　 られ る．

　 O 図 ／ に 示 す よ うな フ ロ
ー

は．地 理 空 間 デ
ー

タ の 整 備

　　水準が どの 位 置 に あ り，どの 程 度 の 投 資を しな け れ

　　 ば な ら ない の か を 知 る こ とに も役 立 つ ．例 え ば，自

　　治体 の 都市防災担 当者が，自分の 自治体で の 整備 水

　　準を知 る こ と に よ り，必 ず し も新規 にデータ を整 備

　　す る 場合 だ け で は な く，付 加 的な 作 業 を 行 うこ とに

　　 よ り，所定の デ
ー

タ を 低 コ ス トで 入 手 す る た め の 手

　　 が か りと して の 活 用 が考 え られ る，
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4 ．まとめ

　 以 上，わ が 国 の 都市計画 分 野 で の 地 理 空 間デ
ー

タ の 整

備状況 よ り，重点密集市街地を 抱え る 自治体 で の デ
ー

タ

整 備 レ ベ ル を類 型 化 し，防災性評価手 法 の 適用 領 域面 積

の 推計 を試み た ．

　 それぞれ の 分析 よ り得 られ た 知 見 と して は，
　 0 重点密集市街 地 を 抱 え る 自治体 の 地 理 空 間デ

ー
タ の

　　 整備 水 準 は 概 ね 8 類 型 あ り，こ の う ち，属 性 ま で 整

　　 備 して い る団 体が 最 も多い こ と

　 ○ シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン な ど の 防災 性 評 価手 法 の 適用 が 現

　　 状 で 可 能 な 地 区 は 重 点 密集市街 地 の 35 ％程 度 ，地 区

　　 面 積で 50％程 度あ る こ と

　○ 今後 の 動 向 を踏ま え る と ， 建物 形 状データ へ の 属性

　　 の 付 与 に か か る作 業 の 効 率 化 や 低 コ ス ト化 技 術 を 開

　　 発 す る こ と に よ り，面 積 で約 30％の 重 点 密集 市街 地

　　 へ の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン な どの 適 用 が 実 現 す る 口∫能性

　　 が あ る こ と

な どが あげ られ る．重点密集市街 地 にお け る GIS の 活 用

に 際 し 必 要 とな る 地理 空 問データ の 有 無 につ い て は，個 々

の 取 り組 み の 中 で 認 識 され て い た場 合 や，わ が 国 の 状 況

に つ い て も経 験 的 ・定性 的に 認 識 され て い た場合 も あ る

か も しれ な い ．しか し，こ れ らの 認 識 が 明示 的 に 共 有化

され て な い 現 状 も あ り，わ が 国 に お け る 重 点 密 集 市 街 地

で の GIS や シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 適 用 可 能 性 に っ い て は

様 々 な 見解 が な され て い た と こ ろ で あ る．本 分析 の 結果

は，こ れ まで の 直感 的 ・経 験 的 に 認 識 され て い た 知 見 を

数値的に 裏付 け る もの で あ る．わ が 国 の 重 点 密 集 市街 地

で の 地 理 空 問 データの 整 備 状 況 とい う視 点 か らの 類似 の

分 析 事 例 は こ れ ま で に無 く，新 規 性 の 高 い 有 益 な知 見 で

あ る と考 えて い る．

　前述 の 通 り ，
GIS を活 用 し た シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 実施

に は，詳 細 な 建 物 1 棟 レ ベ ル の 地 理 空 間デ
ー

タ が 必 要 で

あ り，そ の 地 区 にお い て 必 要 な地 理 空 間データ が 整 備 さ

れ て い る か とい うの が
，

シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 実 施 の 実 現 可

能 性 と密 接 に 関連 して い る とい え る．本 研 究 は，実 現 可

能性 の 1 つ の 視点 と して，シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 実 施 に 必

要 な地 理 空 間 デ
ー

タ の 整 備 水 準 を 明 らか に す る こ とが 目

的で あ り，そ の 目的 は 達成で き た と考 え る．今 回 の 知 見

を活か し，重点密集市街地 の 解消に対 し有効 なシ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を行 うこ と は，将来 の 課 題 で あ る と考 えて い る．

　他 に 今後 の 本研 究 の 課 題 と して は ，
　 ○基礎 となるデ

ー
タ整備状況調 査 の 捕捉率の 向上

　 ○ 実際 の 手 法の 適用 に 際 し て そ の 自治体 で の デ
ー

タ の

　　整備 状 況 を 簡便 に確認 で き る よ うな マ ニ ュ ア ル （も

　　 し くは，チ ェ ッ ク シ
ー

トの よ うなもの ）の 作成

　 ○ 代替デ ー
タ の 利用 に 際 し て の ，評価結果 に 与 え る 影

　　響 を試算で き る ツ
ー

ル の 検討

などが あげられ る，こ れ らの 課題 に つ い て は 今後検討を

進 め た い ．
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補注

（1）正 確 に は 「地震 時等 に お い て 大 規模 な 火 災 の 可 能 性 が あ り重

　点的に 改善すべ き密集市街地 」 の こ とを指 し，「重点密集市街

　地 」 の 英 語 の 公 式 の 訳語 は管 見 で は 見 あ た らな い ．そ の た め，
　本稿 で 用い た 「Denscly 　Built−up 　Area　 wi しh　 High　 Priority

　Improved」 は公 式 の 訳語 で は ない ．
（2）例え ば，文献 2）に記 述 が見 られ る．
（3）例 え ば，国 土 交 通 省 総 合 技 術 開発 プ ロ ジニ匸ク ド に よ る も の

　な どが あげ られ る、
（4）例 え ば，文 献 4）な ど．
（5）同 シ ステ ム に は，主 に 3 つ の シ ミュレ ーシ ョ ン 機能 が組 み 込

　まれ て い る．詳細 に つ い て は，参考文献 5）に詳 しい 説 明が ある，
（6＞公 共 測 量 作 業 規 程 の 準 則 第 80 条 に は 「数 値 地 形 図デ

ー
タ の

　地 図 表 現精 度 を 示 し，数値 地 形 図に お ける 図郭内 の デー
タ の

　総合精度 を示 す指標 」 と定義 され て い る．
（7）地 図情報 レ ベ ル が 小 さ くな る と，地物の 取得基準が 異な っ て

　くる た め ，本 稿で は シ ミュレ ー
シ ョ ン な ど で の 利用の 可能性

　は 低 い と考え て ，こ れ以上 の 類 型化を して い ない ，
（8）整備 i．：体 が 異 な る と，そ の 利 用 にお い て 制 限 や 手 続 きが あ る

　場合 も あ り，必 ず し も庁 内 の 他部署や都 道府 県が 整備 し て い

　る デー
タ を利 用 で き る とは 限 ら な い た め，全 て の 場合 が 該 当

　す る とは 考え る こ とは で きない ，
（9） 「地 理 空 間情報活用 推進 基 本法 第 二条第

．
＝一項 の 基盤地 図情報

　に 係 る項 日及び基盤地 図情報が満 たすべ き基準 に 関 する 省令」

　（平 成 19年 国 十 交通 省令 第 78 号） 第 1 条，
（10）地 理 情報活用推進基本計画

L1〕
に お い て基 盤 地 図情報 の 整 備

　に つ い て 以 下の よ うに 定め られ て い る．
　「（2 ）基盤地図 情報 の 整備

・
更 新

　　  国、地 方 公 共 団体等 に よ る基盤地 図情報 の 整備 ・更新

　〈 中略 〉

　　国 土 地 理 院 は，基 盤 地 図情 報が 様 々 な 主 体 が整備 す る地理

　空 間情 報の 基準 と し て 活 用 され る よ う，閏，地 方 公 共 団体等

　が 整 備 ・更 新 し た 大縮 尺 地 図デ
ー

タ や既 存の 数値地 図 2500 及

　び 数値地 図 25eOO を オ ル ソ画像 を利 用す る な ど して 集約 ・シ
ー

　ム レ ス 化 し，よ り利 便性 の 高 い 基盤地 図情報の 効率 的な整備

　を進め，平成 23 年度 まで に概成 する，〈 以 ド，略 〉 」
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